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スフ･t卜,タ付 きの長 き付 lT分 岐 4)抵 乱 刺 星 霜 阜 L-7いて
〇五,e見 開根 希 久★
★★
正食負 号見 直イニ
猟を ,&攻 各下浩.d)執坑 ノt･ランス翻 啓上､崩知 とみ られ
うスフ-).,ア付 き命攻 47払洗練叔 亨刺足 し.､その常世 (ニ7 い
如 けえr:｡測定嚢置､測定頬白お古′び成乳 体 を画 1､
団ZLお古tF回 3L=JiJ ･束付JT令攻を丁･,.,Tz'お SがT3ヒ-
し.これドスプリッ タを付けた4,のせTIS, TZS'ぉ fLilT 3S
ヒLT-_〟
測定舶集 団 3および囲4 ニ̀抵抗測 定Q)解凍を示 す｡束
付LT舟岐JT.同一御 大I:T=l･7 う鉄路省料 lフがあうーので回3
表1 1 測定項 E) (T 形 突き付け 分岐 )
## 面積比Tt曲率半径冗 I.zltJyI記号 ス1lJプ′開虞VJ}*
枝 管上流側円弧 無 1.0 - 無 ℡ 1 0.23456p
有 TI古
有 1.0 50, 無 T 2
肴 Tl
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lニ併託した.スフ･･トン7･舟 咲q7堵食 t,枚脅 痔鹿部 工
風刺Q)円弧の抵抗減少知見け大 きい ｡ ‡た. 一旦の
久7･･Jp,タ開度WBJ'でlJ .これヒ7575む 抑卑 しい風
卓KQ‡の付吐 き塊いと Lて払抗Q)傾向か異なっていう｡
泉Z.げ.電卓耗匙理向きの東硬式lL雪熟みT:h'日 T3Sの
塊合 )7dあうが､高相 良き草薮され う埼食 ､之次 回帰式濃
度でlT､点し.範囲を少い数の式L二泉現 寸ウニとLl舞かLLl･
払帆綱監性能.動 力絹矢性能 LlとL/どの給 気1-.1ト
07舟噴射 丁､各准 利釣 か う史 書う丙7免 デワト抵 抗 47鼻と
J†ランスで七T+-l丁机げTJ-う13日 -か う､I-す八か471且r7
ト07付和払rn.辛東を加 Lラこtl=Tjう｡LT-か って卦 -･命
噴 d)みIE=ついて本管.叔 管IG･Jそれで八g)払qrLが小丁 い こt
で･､J&攻o)性能 の良香を評価で守TJ-し1.
-855-
ここで Ll.上T東側払 拭バランスを ヒれ うこし i I)揚令 l
卵 草尊貴を合も舟岐軒の動 力根矢が､小ていこtL=よりJ&収47
性能電評価すうものとしT=.画 ちI:.ヤd)舶農 の刑 を薪了.=
二で､珊 告車素を倉y)T:J&収の席管側ヒ本管例 ヒp)圧 力 差.1Ti
y)ち.J&脚 部乾菱直音 をJ&項上乱刺47直属 を基準 ヒLTl.地
払蝕 d弓古の叫 で皮式 くり のようtニ泉渡 した｡
Aも - 巨 .t十号呪 (CRT/AZ"円 -[<帽ナtp,(0号/J4,-円 く｡
寺た.式 (I)075うI=上泉の動圧 ヒ親善 の積 を基準 ヒLT: ､
冷凍卸の紳監手車itみ云丸ガ頒矢上町BJLでネ す.
ム柑 -巨 .之ナ弓叱 (a?2'/Az+)え†CI
十(ち,, 十号卵 r a ,y /A,i) (ヱJ
T:T:-し､添 字王.ilそれi･れT氏糾本官 ､ 叔管､守T-､写.Z ノ
てpLお 古ひて,',ぢp5171 机で八歳 層別 お 古が本 管 倒
5
47h政和 .朝客車東低抗 -7-あ り .(半日T命攻上嵐Jニ対
i争化であうこ ヒモ鳥味すう.
Li)6Jこけ､割 込 み舟硬 07枚 管 寺七_t盲本官丁軋lニ鋼管
抵抗草食か付加 丁れ寺務J&を化吸 のたd日ニホ 了｡
ここで.央付 け75古IF剖 包 み命攻 の堵 J&､鋼 整可 絶
Iiq加 地坑皐東 ヒp'LrIT､全開払F.I,がrL軌 的小でt･も
の菅徳乱 して､PohlB,氏 d)ヱ卑 羽根 07r ンパの,5扉 )
を用 l■.固 7･tl､束 管削 ､本 管利 lニ7JTた錦谷 をヤIL
でh Pぇ′Dさで示1｡













関 S ヌ ブ 1)ッタ付 き分岐 (T2S)の性能
同 じ鋼 苦払坑 能 力｡fef-ついて比較 す う ヒ動 耶鼻矢作.軌込みが おおむ
ね大 空1..人7日)､.,タ付き分岐 11､付加 碓札 が及管#･JI-一阜 求で八 号 ヒ引 1､
芙手付け舟岐
秦- 3 抵抗調整要素を含めた各種分岐の動力損失 AWB の比較
刺 乗付け分 岐 (T2) 8g込み分岐 2ー ス ブ 1).Ja亘分岐-:,_(T2SzI益せ 坑青黒 _ W★王0.3 W★=0.5
AE Q2 D2 D3 法D2'D3 D2 D3 D2.D3 D2 D3 D2.D3ス ブ 1)プ?
2 0.1 - ● I ● ● × - 1.4_ X - 0..32
0.30.240.73 ロ.73 0.57 × 6.0 0_97 × 7.5 0.78
50.980.84 0.84 )く X 8.0 0 × 9.5 1 1
0.71.5 1.3 .1.3 汁 × 12 X JX 13 1.6
0.9 2.1 1.6 1.6 X 5.8 16 X X 12 2.1
1 U.10.060.47 0.47 0,.5 X_.- 2.5 1.3 X - 0▲⊥41
0.30.260.44 0.44 0.39 X 3.9 0.69 X 3.8 0.51
0.70.880.82 0.82 X 2.5 チ.3 × × 4.7 0.92
0.91.1 1.1 1.1. ¥ 5.8 10 X / × ･6.7 1‥0
-1 0.1 × 1.3 1.2 X X 1.5 × × 6.1 1.4
P.3 )く 0.87 0.86 × × 1.4. × × 4.3 1.2
0.7 汁 0.83 1.1 X 2.6 5.4 X 0.9 3.5 0.53
0.9 × 0.50 0.88 X 5.9.10 二.x i,.7 - 0.419
-2 0.1 X 1.1 1.5 X × 2.8 X × 1工 2.35 × 4 6 0.97 7 x~ 1.3 8.0 1 7
0.7 × 1.3 0.93 X 2.7 6.0 X 1.4- 7.5 0.50
注1) 雨着を挿入する場合 堆坑付加しない債は全開ヽ





















fV ～つ くD /? .





図 6 割込み分岐の也抗 調整差圧
T:Ll弓手 局鬼 by.不与 で､､鋼 壁乾盟があ く特 性値が一
元伸 して揖 LさすJ"F､もあうので胞托御阜上 毛利 T:iも
V)であうと希えう｡
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